予算要求資料
平成29年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費
	事業名　新ぎふ清流COOL CHOICE推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　環境生活部　環境管理課　温暖化対策係　電話番号：058-272-1111（内2694 ）

　　　　　　　E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　　　15,052千円（前年度予算額： 0千円）
＜財源内訳＞

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	15,052
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	15,052

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
　・　全ての国が地球温暖化対策に取組むこととなる「パリ協定」が採択から１年で発効されるなど、地球温暖化対策に対する世界的な関心が高まる中、本県も国の削減目標達成に貢献できる取組みが必要である。

　・　本県の家庭から排出されるCO2は、四半世紀で1.5倍に増加しており、その削減が求められるところであるが、対策はCO2の削減と生活の質の向上が両立したものでなければならない。

　・　対策を考えるに当たり、まず県民にその必要性を理解してもらうことが必要であることから、その機会を多数提供することとした。また、これまでに実施してきた「うちエコ診断」の診断結果を活用し、削減効果の高い省エネ家電への買替えを促進することとした。
・　また、自治会が設置し、維持管理を行っている街路灯や防犯灯（以下「街路灯」という。）は蛍光灯や水銀灯を使用していることが多いことから、日常的に接する街路灯をLED化することによりLED照明をより身近に感じ、関心を持つことで快適性や省エネ性、超寿命などの優れた点を知り、家庭での使用を促進する効果が期待できる。
（２）事業内容

　　①　地球温暖化・省エネ対策普及啓発ブースの設置
　　　・　ショッピングモール等での実施(６～２月)
・　地球温暖化をテーマとしたパネル展示
・　省エネ対策普及促進コーナーの設置
②　クールシェア・ウォームシェアの推進
・　シェアスポットの募集・登録

・　ポスター及びチラシの作成・配付
・　夏休み期間(８月)、地球温暖化防止月間(12月)のイベント開催
　　③　地球温暖化防止教育の推進
・　「家庭から省エネチャレンジ事業」の実施
・　「エコドライブ講習会」、「省エネクッキング教室」の開催

　　④　自治会が設置、維持管理する街路灯のLED化推進
・　市町村に対するLED化推進補助金の交付（500灯）

（３）県負担・補助率の考え方

      補助金：補助率1/2以内（上限：1灯当たり10千円）
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	284
	講師等謝金

	旅費
	294
	講師等旅費、職員業務旅費

	需用費
	342
	教育用消耗品代、事務用品代、公用車ガソリン代等

	役務費
	8
	郵便、電話代

	委託料
	9,074
	啓発ブース設置、啓発イベント実施委託料

	補助金
	5,000
	街路灯LED化推進補助金（＠10×500灯）

	その他
	50
	有料道路使用料、会場借上費

	合計
	15,052
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　岐阜県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）において、温暖化対策に向けた取組みを推進
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　地球温暖化は、世界共通の問題として、地域からも積極的に取り組んでいく必要がある。
岐阜県内の温室効果ガス排出量について、2020年度（平成32年度）に1990年度（平成2年度）比で20％削減する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	温室効果ガス総排出量

（森林吸収量加味）
	1,754.5

万t－CO2
（H2）
	　　－
（H　）
	　　－
（H　）
	　　－
　　　　
（H　）
	1,403.6

万t－CO2
（H32）
	　　　％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　○
	地球温暖化の問題は、世界共通の問題として、その解決に向けて地域からも積極的に取り組んでいく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　－
	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　－
	


（今後の課題）

	　パリ協定に伴う国の温室効果ガス排出量削減目標（2030年度に2013年度比▲26％）達成に貢献するためには、法による削減努力義務を見込んでいない家庭部門におけるCO2排出量の削減を重点的に実施していく必要がある。


（次年度の方向性）
	　県内の家庭部門のCO2排出量は四半世紀で1.5倍となっており、これまで以上に地球温暖化（省エネ）対策に取り組んでもらえるような事業を引き続き実施していく。


県単独補助金事業評価調書
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	補助事業名
	ぎふ清流COOL CHOICE推進事業費（LED化補助）

	補助事業者（団体）
	市町村

	補助事業の概要
	（目的）温室効果ガス排出量の削減を推進する。
（内容）自らが設置、管理する街路灯のLED化を行う自治会の取組みに対し、係る経費の一部を補助する。

	補助率等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（事業に要する経費の1/2以内）

	補助効果
	街路灯を蛍光灯や水銀灯からLED化することにより、温室効果ガス排出量の削減が見込まれる。

	終期の設定
	終期　平成31年度
（理由）


（事業目標）
	　岐阜県内の温室効果ガス排出量について、2020年度（平成32年度）に1990年度（平成2年度）比で20％削減する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
(H25年度)
	目標
(H32年度)
	目標

(終期)

	①温室効果ガス総排出量
（森林吸収量加味）
	1,462.5

万t－CO2
	1,403.6

万t－CO2
	－


	
	H25年度
	H26年度
	H27年度
	H28年度
	H29年度

（要求）

	補助金交付実績
	千円
	千円
	千円
	(予算額)

千円
	(要求額)

5,000千円

	指標①目標
	
	
	
	
	

	指標①実績
	
	
	
	(推計値)


	(推計値)



	指標①達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　今年度が初年度であることから、補助事業を実施していく中で、より効果的な手法を探求する必要がある。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○
	地球温暖化対策は、世界共通の課題として、その解決に向けて地域からも積極的に取り組んでいく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

	


（事業の見直し検討）

	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）


